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◆ボランティア受入体制確立へ
３月３１日から全労連根本副議長が来県。災害

ボランティアの受入を準備しています。

大船渡市越喜来にある民宿が受入センターとし

て候補に挙がり、４月１日に大船渡に現地調査に

出かけました。

大船渡市では津波を免れた大船渡市役所を訪れ、

大船渡市社会福祉協議会にボランティアの受入状

況などを聞きました。がれきの片付けなどは手を

出せないでいたということで、こちらの申し出は

感謝されました。

次いで知事選の海苔販売でお世話になった海苔

業者さんを探し、出会うことが出来ました。被災

物資販売をした海苔業者さんは無事

大船渡市社協にボランティア状況を聞く

はしていましたが無事で、海苔代金の残金を手渡

すことが出来ました。

大船渡民商の地域センターでは支援物資を広く

市民にお知らせして自由に受け取れるようにして

いました。

ボランティアの拠点となる旧三陸町越喜来にあ

る民宿「あづま荘」を訪ねました。

「あづま荘」は越喜来の高台にあり、幸い津波

の被害は免れましたが、その下にある越喜来の集

落はすっかり津波で流されていました。

共同対策本部では現地で使えるよう軽トラック

も１台リースし、態勢を整えています。

全国災対連からのボランティアは当面は大船渡、

ボランティア拠点となる「あづま荘」

大船渡民商と支援センター
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陸前高田地区を重点に救援に入り、釜石地区、宮

古地区も受入センターを作っていく予定でいます。

「あづま荘」住所：大船渡市三陸町越喜来字仲崎

浜3-2 電話090-4889-8312

全労連の災害ボランティアは４月７日を皮切り

に現地に連続して入る予定です。また、全労連根

本副議長と共に、事務処理等応援として全労連事

務局ＯＢの加藤益雄さん（盛岡市出身）と息子の

文太郎さんもいわて労連に詰めています。

◆高田民商仮事務所が建ちました
津波に流されてしまった陸前高田民商の仮設事

務所が新しく建ちました。今後、陸前高田地区の

センターとして活躍が期待されています。

住所：陸前高田市米崎町道の上４２－１

◆いわて生協１万食の牛丼炊き出し
いわて生協では全国肉牛事業協同組合より、救

援物資として牛肉７２０ｋｇ、タマネギなどの食

材を受け取りました。炊き出しボランティアを募

り、４月２日から１０日まで、避難所への１万食

の牛丼の炊き出しを行っています。

◆五右衛門風呂贈りたい
被災地ではなかなかお風呂にも入れないだろう

ということで、広島の賀茂ＮＫサービスセンター

の西川さんがスポンサーとなり、広島県廿日市市

の片山さんが平和委員会を通じ、五右衛門風呂を

アップルロードに高田民商事務所再建

贈りたいという話しが来ました。５セット用意で

きるということで、現在現在陸前高田と大船渡に

輸送する予定になっています。

◆愛知から灯油支援
愛知県の、愛労連、建交労、自由法曹団の３者

の取組で灯油の支援が来ます。ドラム缶でのべ２

０本（ポリタンク２００個分）が順次送られてく

ることになり、宮古地区で活用する予定です。

◆自治労連「広報陸前高田」届ける
岩手自治労連では、盛岡市の「ふれあいランド

岩手」で避難生活をおくる陸前高田市からの避難

者１０３人の方に「広報りくぜんたかた」臨時号

を人数分印刷し届け、感謝されました。

◆全国災対連第1便救援物資届く
共同対策

センターで

倉庫を確保

したことに

より、続々

と物資が届

いていま

す。全国民

医連からのトラックに続き、全国災対連からのト

ラック輸送も始まりました。４月２日、第１便の

トラックが着き、５１箱の支援物資が届けられま

した。

続々と物資搬入

大阪からの救援物資
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